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測量設計　一式

198,000

分野

年度

高峯

たかみね

事業

番号

事業名3333

H29H25

事業年度

（完了年度は見込み）

行政

改革課

意見

　法面崩落等により用排水路の災害防止機能が低下しており、周辺に

ある人家や公共施設等へ大きな被害を及ぼす恐れがあるため、必要

性、緊急性が高い。

必要性が高く、重要性、緊急性も認められる。

事業実施に至る歴

史的経緯・社会的

背景

過半数賛成概ね賛成

　平成20年より地域住民等からの改修要望がある。また、平成24年4月には法面崩落に伴う水路閉塞により、直下の市道等に被害を及ぼした経過

があり、一日も早い事業実施が望まれている。

地域からの要望経

緯

　高峯土地改良区管内の三堰（荒堰，女堰，滝原京塚用水）の歴史は古く、室町時代から地域の農地を潤していた。基幹水路である女堰は昭和29

年～38年に整備され、また、荒堰もかんがい排水事業により昭和54年～59年に整備された経過がある。

平成20年に高峯土地改良区から、山腹水路である荒堰からの溢水被害や法面崩落に伴う水路閉塞への対応、緊急時や維持管理に必要な管理

道の設置について相談があった。このため、小諸市を含め施設の点検を行ったところ、林業の衰退に伴い山地の荒廃が進み、脆弱な法面（荒堰，

女堰）や保水力低下による排水量の増加が確認された。また、未整備である滝原京塚用水及び大久保排水においては、農地への浸食被害も確認

された。
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応急対策の実施状況

5年以内に１回
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11,400

1,150

用排水路工　L=2,907m

必要性

15

4県営ため池等整備-

　特になし。

水利施設としての依存度

　各地区の役員と土地改良区、小諸市が一体となり、地元区長への説明会を開催し承諾を得ている。土地改良区組合員には総代会や会報、説明

会を通じて事業に対する理解を深めており、今後は地域住民にも周知していく予定である。

費用対効果（Ｂ／Ｃ）

動向不明

　小諸市のごみ焼却施設建設に伴う、周辺地域に於ける環境整備の一つとして位置付けられている。

　建設副産物については出来る限り削減する。また、リサイクルの推進を行なう。

　景観や自然環境に配慮した水路の改修に心掛け事業を進める。


